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序文

京都大学は、 1897(明治30)年にわが国第2の帝国大学として創設

された。分科大学の設置順は、理工科(1897)、法科及ぴ医科

(1899)、文科(1906)大学の順である。 1914年には理工科大学が理

科、工科大学に分けられ、 1919年には分科大学は学部と改称され

た。その後経済、農、教育、薬、総合人間学部が設置され、現在で

は10学部、 11研究科を数えている。

一方附置研究所としては、 1926年の化学研究所に始まり、人文科

学研究所など総計13の研究所が設けられている。さらに研究あるい

は教育のためのセンターは、総合博物館を含めると18を数えてい

る。

このように現在の京都大学は多数の部局よりなる統合体である。

そしてそれぞれの部局は、自治組織として個性を発揮し、独自の発

展を遂げてきた。このことは京都帝国大学が、 4つの分科大学の集

合体として発足したことと、関わりがあるのかも知れない。いずれ

にせよ、京都大学の歴史を語るとき、大学全体の通史のみでは不十

分で、部局史が必要で、あるのも、単に大学の規模の大きさのみでな

く、部局の独自性によるところが大きい。個々の部局が刻んできた

歴史の襲に触れることによって、初めて京都大学の歴史の全貌を知

ることができるであろう。

京都大学が創立百周年を迎え、その第2の世紀へ一歩を踏み出そ
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うとしている現在、世界の大学は大きい変革の波に洗われている。

そして大学はもはや象牙の塔ではあり得ず、内にも外にも聞かれね

ばならない時代となってきている。内に開くという意味は、学聞が

ボーダーレスとなり、学際領域が急速に発展しつつあるため、従来

の部局の枠を越えた研究、教育体制が必要となっていることであ

る。京都大学においても大学院人間・環境学研究科、大学院エネル

ギー科学研究科や、高等教育教授システム開発センタ一、総合博物

館、総合情報メディアセンターなど、学際領域の組織が次々と生ま

れてし・る。この傾向は、今後更に加速されるものと考えられる。

大学は、また様々な意味で外に聞かれねばならない時代となって

いる。学問の進歩によって生涯学習が必要となり、社会人学生の受

け入れが進んでいる。またグローパリゼーションとともに、国際交

流も活発となり、京都大学においても学部学生の短期交流プログラ

ム(KUINEP)が本年から発足しようとしている。またスペース・

コラボレーション・システムを始め、新しい情報メディアを用いた

大学聞の教育・研究の交流も始まっている。そして産・官・学の協

力による研究開発の必要性も増しており、本学でもベンチャー・ビ

ジネス・ラボラトリーが発足した。代表的な象牙の塔と考えられた

京都大学も大きい変革の時代を迎えている。大学が、そのアイデン

ティティを保ちながら、知何にボーダーレスの時代に対処するか、

それがこれからの難しい、しかしチャレンジングな課題であろう。

大学のあり方が、そして部局の体制が大きく変化しようとしてい

る現在、百年史の部局史編は大変大きい意味を持っている。それは

それぞれの部局が、時代の影響を受けながら歩んだ歴史が、百周年

の時点で克明に記載されているからである。今後大学の組織がどの
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ように変化しようと、それぞれの部局で培われた知の伝統は、京都

大学の内外で脈々と引き継がれて行くであろう。

最後に部局史編の執筆にあたって尽力された部局編集委員の各位

に深甚のお礼を申し上げる。なお本書は京都大学後援会の御支援に

より出版されるものであり、記して謝意を表する。

平成9年6月18日

京都大学総長 井村裕夫
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凡例

l 京都大学百年史は、京都大学百年史編集委員会が編集する京都大学百年

の歴史であり、総説編1巻、部局史編3巻、資料編3巻よりなる。

2 部局史編は、平成6(1994)年3月31日現在、京都大学を構成する学部・

研究科・研究所・センタ一等の部局、医療技術短期大学部、および平成5

(1993)年3月31日に廃止された教養部について記述したものである。

3 部局史編3巻の構成は、次の通りである。

部局史編1 総合人間学部文学部教育学部大学院法学研究科・

法学部経済学部大学院理学研究科・理学部大学院

医学研究科・医学部、医学部附属病院薬学部 (本巻)

部局史編2 工学部農学部農学部附属農場農学部附属演習林

大学院人間・環境学研究科 (旧)教養部化学研究所

人文科学研究所胸部疾患研究所原子エネルギー研究

所木質科学研究所

部局史編3 食糧科学研究所防災研究所基礎物理学研究所ウイ

ルス研究所経済研究所数理解析研究所原子炉実験

所霊長類研究所東南アジア研究センタ一保健管理

センタ一 大型計算機センター放射性同位元素総合セ

ンタ一 体育指導センター へリオトロン核融合研究セ

ンター放射線生物研究センタ一 環境保全センター

情報処理教育センター超高層電波研究センター アフ

リカ地域研究センター 遺伝子実験施設生体医療工学

研究センター留学生センタ一生態学研究センター

埋蔵文化財研究センター 医療技術短期大学部
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4 記述については、以下の要領によ った。

(1) 敬称・敬語は使用しない。

(2) 本文は常用漢字、現代仮名遣いを使用した。ただし、人名などの固有

名詞およびかな書きでは意味をとりにくい用語などはこの限りではな

し、。

(3) 資料引用文は常用漢字を用いたが、かなづかい、送りがなは原文によ

った。

(4) 原則として和文の書名・雑誌名・新聞名等は rJ、論文名・研究題
目等は rJで表し、欧文の場合はそれぞれ“ "、 ‘ 'で表記した。
(5) 年代の表記は、年号・西暦の併記を原則とし、どちらを主とするかは

各部局内部で統ーをはかった。
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